
 

 

 

 

 

【学校教育目標】 

「やる気」・「笑顔」・「元気」未来をつくる嬉野っ子の育成

嬉野小学校 創立 １５０周年記念式典 

 １１月１２日（日）に、嬉野市長 村上大祐 様、嬉野市教育委員会 教育長 杉﨑士郎 様、嬉野小歴代

校長先生の皆様、学校運営協議会の皆様にご臨席いただき、「150周年記念式典」を挙行いたしました。 

 子どもたちもやや緊張の面持ちで、参加をしておりましたが、６年生の３名「宮園捷平さん（150 歳おめ

でとう）」、「富永耀さん（150歳の小学校）」、「小野原渉さん（自分だけの式を解く）」の作文を聞いた時

は、みんな、自分たちの学校が１５０年続いてきたのだと感じているようでした。そのお祝いの「嬉野小の校

歌」がびっくりするくらい凄い出来でした。今までに聞いたこともないぐらいの迫力でした。来賓の皆様や

本校職員からも「すごい迫力でした。」とのお褒めの言葉をいただきました。学校は子どもたちが主役です。

今後も嬉野小学校が末永く続いていくように、令和５年度の在校生として頑張ってほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

１50周年を記念して「書」や「絵画」をいただきました。 

 いろんな方々から、150 周年のお祝いメッセージ等をいただきました。嬉野在住「1962 年卒

業 織田良典 様」から「書」を寄贈いただきました。職員玄関からも児童玄関からも見える場

所に設置しておりますので、ご来校の際は、是非ご覧ください。 

 また、第４７代校長の永池守先生からは嬉野の風景を描いた絵画をいただきました。県立高校

の校長を退職された深川直人先生の作品で、150周年のお祝いに校長室に飾ってくださいとのこ

とでした。この他、御来賓の方々や卒業生の方々から多くのお祝いメッセージをいただきました。 

嬉野小学校の宝として、大事に守っていきたいと思います。ありがとうございました。 
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たくさんの芋が収穫できました。  

６月７日に嬉野地区地域コミュニティの方々からご指導をいただき、芋苗を植えました。あれ

から約４ヶ月たち、芋がしっかり育っているのかワクワクしながら畑まで行きました。芋ほりま

でのお世話をほぼ、地域コミュニティの方々にお願いしており、大変申し訳なく思っております。

今年は例年になく、気温も上昇し草取りも大変だったと思います。９月に入ったころ、イノシシ

の侵入が疑われ、急遽イノシシ対策の鉄柵を設置するなどしました。子どもたちの喜ぶ姿を待ち

望んでしっかり管理をしていただいた地域コミュニティの方々のお陰で、多くの芋を収穫できま

した。ありがとうございました。大きな芋を掘り当てて、満足そうにしていたのが印象的でした。

収穫後には、みゆきの里の方々に「蒸かし芋」をご馳走になりました。多くの方々のお陰で、楽

しい学習ができました。 

 

 

 

 

 

 

 

６月５日の日に、農協の方々を講師に迎え、田植え体験をしました。梅雨から夏を過ぎ、秋に

なりいよいよ稲刈りができるまで生長しました。この間、水の管理や雑草の除去、害虫対策にイ

ノシシ対策など、田んぼの管理をしていただいた、田中様には改めて感謝申し上げます。お陰様

で、１０月３日に無事稲刈り体験を実施できました。自分たちが植えた苗が大きく生長した稲を、

稲刈り鎌を使って慎重に刈り取ることができました。農協の方々から足踏み脱穀機を準備してい 

杵藤地区消防本部火災予防ポスター審査会入選おめでとうございます。 

1 年生  ２年生  ３年生 

６年生   おめでとうございます。 

第 39回佐賀県児童・生徒木工工作コンクール入賞 おめでとうございます。 

佐賀県木材協会長賞  ６年生 「人が死なない木製銃」 おめでとうございます。 

西日本読書感想画コンクール入賞おめでとうございます。 

2 年生  「ゆめの中でさまようねこ」 おめでとうございます。 

嬉野の自慢、温泉を体験しました！ 

 ２年生の学習で、嬉野の自慢、温泉について体験学習をしてきました。事前に、嬉野温泉観光

協会の山口様から、嬉野の町並みの変化や嬉野温泉の歴史、温泉に入る時の注意事項等を教えて

いただきました。いよいよ当日１１月１５日、大正屋さんのご厚意により温泉体験をさせていた

だくことになりました。初めて温泉に入る子どもとたちもおり、みんな楽しみにしている様子が

伝わってきました。お風呂に入り「肌がスベスベになった。」とか「湯舟が広かった。」など様々

な感想を聞くことができました。「日本三大美肌の湯」を肌で感じて、地元嬉野を愛する心を忘れ

ないでほしいと思います。 


